
別記
　　　　 第１号様式（第14条関係）

ＪＵＳＥ－ＥＧ－６４１

　　１９９９年　５月　１４日

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

適 用 範 囲

　　令和7年8月29日

ダイセルビヨンド株式会社亀岡工場

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

京都府亀岡市余部町新堂10番地

電話番号： 0771-24-2600

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容
年１回のマネジメントレビューの中で、環境マネジメントシステムの評価
及び見直しを実施している。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

省エネルギー：
・外注品の取り込み、開発品の上市による稼働調整を実施中である。
・ボイラー設備の更新を行い、エネルギー効率の改善を図った。

廃棄物排出量の削減：
・工場内・外部倉庫の在庫数量の把握を強化し、フィルム、塗料、荷材な
どの不要物処分、購入数量の適正化を図った。

環境マネジメントシステム導入報告書

ダイセルビヨンド株式会社環境マネジメントマニュアル
（ＩＳＯ１４００１）

氏名（法人にあっては、名称及び代表者名）

（宛先） 京都府知事

導 入 年 月 日

認 証 番 号

省エネルギー：エネルギー原単位を前年度比１％削減する。

廃棄物排出量の削減：廃棄物、梱包資材の適正管理を行う。

ダイセルビヨンド株式会社
代表取締役社長　岩瀨　浩

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

省エネルギー：
・外注品の取り込み、開発品の上市などによる稼働調整
・ボイラー設備の更新によるエネルギー効率の改善

廃棄物排出量の削減：
・工場内・外部倉庫の在庫数量の把握を強化し、不要物処分、購入数量の
適正化を図る。

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

われわれは、環境に優れた製品及びサービスの提供を通じて、地球環境と
調和し、恵み豊かな社会の発展に貢献する。
また、その事業活動は、生物多様性の保全を配慮したものとする。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

・法令違反及び行政当局からの指摘なし。
・関連法規については、定期確認として年１回遵守確認を実施している。
・法改正時や社内での変更時(人事異動、設備変更など)には、速やかに法
令に関わる申請や適用対応を行っている。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

当初計画どおりに取り組むことができている。

基 本 方 針


